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【 背 景 お よ び 目 的 】 管 内 A農 場 は 、 平 成 25年 に イ ノ ブ タ 生 産 を 目 的

に設立され、繁殖母豚 80頭 に よ る一貫 経営を行っている。当農場で

は従業員の多くが畜産未経験者であ り、養豚管理に精通した管理者

が長期に渡り不在であった。そのた め、農場設立当初から飼養管理

に多くの問題を抱えており、平成 27年 度 よ り畜産関係機関および当

所により経営向上を目指した継続的 な指導がおこなわれてきた。平

成 28年 度 は 離乳豚のへい死数が増加し たため、密飼い防止等による

飼養衛生管理面の対策を実施した。 その結果、へい死率は減少した

ものの依然として 10～ 20％ の 発 育不良豚がみられたため、それらの

原因探索および発生防止対策をおこなった。

【方法】平成 29年 4、 5月 に 3～ 4ヶ 月 齢でへい死したデュロック雌×

イノブタ雄の交雑豚（ B1イ ノ ブ タ）を 解剖し、諸臓器の肉眼所見を

観察した。さらに、平成 29年 6、 7月 に 著しい発育不良を呈した 1～ 2

ヶ 月 齢の B1イ ノ ブ タについて鑑定殺を おこない、病性鑑定を実施し

た。

また、畜主との話合いを通じて畜 舎環境の問題点を洗い出し、特

に離乳豚の飼養管理について対策を講じた。

さらに、対策実施前後の離乳豚（ 65日 齢 ） の体重の比較、ならび

に離乳、育成および肥育の各ステー ジにおけるへい死率の比較をお

こなった。

【結果および考察】 3～ 4ヶ 月 齢でへい 死した B1イ ノブ タを解剖し、

肉 眼 的 に 臓 器 の 状 態 を 観 察 し た 結 果 、 心 臓 、 肝 臓 、 脾 臓 お よ び 腎 臓

では所見は認められなかったが、肺の一部で肝変化が認められた（図

1）。 ま た 、 へ い 死 豚 と 同 一 豚 房 内 で 飼 養 さ れ て い る 豚 に 呼 吸 器 症 状

を 呈 す る 個 体 が 複 数 認 め ら れ た こ と か ら マ イ コ プ ラ ズ マ 感 染 が 疑 わ

れ、畜主に対しマイコプラズマ病ワクチンの接種を指示した。

しかし、マイコプラズマ病ワクチ ンの接種前後では発育不良の状

況は変化が認められなかった。続いて実施した発育不良個体（図 2）

の 病性鑑定の結果、肺の病理組織観 察において細気管支周囲におけ

るリンパ球浸潤やリンパ濾胞形成を 伴う気管支周囲性の間質性肺炎

像 が 認 め ら れ （ 図 3）、 リ ン パ 節 に お い て サ ー コ ウ イ ル ス 封 入 体 が

多 数 確 認 さ れ た （ 図 4）。 ま た 、 肺 の 免 疫 組 織 化 学 染 色 に よ り 間 質

の マ ク ロ フ ァ ー ジ 細 胞 質 に サ ー コ ウ イ ル ス の 陽 性 反 応 が 観 察 さ れ



た 。 さ ら に 、 PCR検 査 に よ り 肺 か ら Myc o p l a s m a h y o p n e u m o n i a e遺 伝

子 が 検 出 さ れ 、 肝 臓 、 肺 、 腎 臓 、 脾 臓 お よ び 扁 桃 か ら サ ー コ ウ イ ル

ス 2型 遺 伝 子 が 検 出 さ れ た 。 以 上 よ り 、 発 育 不 良 は 離 乳 後 多 臓 器 性

発育不良症候群（ PMWS） お よ びマイコプラズマ感染が原因であると

考 え ら れ 、 サ ー コ ウ イ ル ス ワ ク チ ン の 追 加 接 種 を 指 示 し た 。 図 5は

対 策前および対策後の当農場におけ る子豚ワクチンプログラムの概

要 を 示 す 。 2種 の ワ ク チ ン の 接 種 開 始 前 は 離 乳 豚 、 育 成 豚 に お い て

呼吸 器症 状を 呈す る個 体が 多 く 認 められたが 、接種 開始以降 は呼吸

器症状を呈する個体はほとんど認められなくなった。

畜舎環境対策については、離乳豚舎への対策を重点的に実施した。

従来の管理では発酵床の攪拌を行わ ず豚を飼養しており、豚導入直

後においては糞尿中の水分は下層に 速やかに浸透するため発酵床表

面の状態は良好であった。しかし、 飼育期間の経過とともに床表面

に水分を多く含む硬い層が形成され 、水分が下層への浸透ができに

くい状態となった。そのため、発酵 床表面は硬く、水分も多い状態

となり、豚の飼育環境は非常に悪い 状態であった。そこで、フォー

クを用いて定期的に発酵床表面の攪 拌を実施したところ、飼育期間

の経過に関わらず表面は軟らかく、 水分も下層に浸透するため乾い

た状態となり、ゆったりと休息して いる豚が多くみられるなど豚の

飼育環境について改善がみられた（図 6）。

また、飲水口の設置箇所について は、従来は発酵床部分に設置し

ており、床に凹みなどがあると個体 によっては飲水口に頭が届かな

いものもみられた。そこで、床から 飲水口までの高さを一定とする

ため飲水口を豚房入り口のコンクリ ート部分に移設したところ、体

格の大小に関わらず飲水口に頭が届 き、充分な飲水が可能となった

（図 7）。 その結果、離乳豚の飼料摂取量も増加したと考えられた。

さらに、対策前後の離乳豚（ 65日 齢 ） の体重を比較したところ、

対策前 14.0kg、 対 策後 14.2kgで あ り、差はみられなかった（表 1）。

一方、へい死率については、離乳豚では対策前 10.6～ 19.4%（ 3ヶ 月

ごとの平均値、以下同じ）、対策後 3.7%、 育 成豚では対策前 2.4～ 5.

6%、 対 策後 0.7%と な り 、へい死率の大幅な減少がみられた（図 8）。

ま た 、 肥 育 豚 に つ い て は 、 対 策 前 （ 2. 6～ 3 . 9 %）、 対 策 後 （ 1. 3 %）

で 有意な差は認められなかった（図 8）。

以上、イノブタ一貫農場における 発育不良の原因となる感染症対

策および畜舎環境対策により、スト レスおよびへい死率低減ができ

たと考えられた。今後も畜主とコミ ュニケーションを図りながら対

策を継続し、農場経営の安定化につ なげていきたいと考えている。
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